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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 5,903,863 7,228,826 27,171,503

経常利益 (千円) 161,000 304,313 1,313,690

四半期(当期)純利益 (千円) 69,466 150,529 688,393

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 5,832 167,522 700,590

純資産額 (千円) 7,349,796 7,975,263 7,916,577

総資産額 (千円) 16,879,164 19,431,287 19,950,188

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 8.18 17.73 81.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.8 39.2 38.0

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第65期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災による大きな打撃を受けました。特

に自動車・電気・機械においては、材料・部品供給網の寸断により生産が大幅に減少となり、それにより

輸出も大きく減少するなど国内景気は急激な後退に陥りました。しかしながら予想よりも早い供給網の

復旧により、一時的な景気後退から震災以前の緩やかな回復の軌道に戻りつつあります。

  この状況の下、当社グループは顧客に対して、原価低減、省エネルギー、品質向上などの価値提案を主と

した顧客密着営業を展開し、顧客の新規設備投資が抑制されるなかでも、生産比例品及び消耗品等の販売

に注力することで、営業目標の達成に努力してまいりました。

  この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高72億28百万円（前年同期比22.4％増）、営業利

益２億69百万円（前年同期比76.9％増）、経常利益３億４百万円（前年同期比89.0％増）、四半期純利益

１億50百万円（前年同期比116.7％増）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（鉄鋼業界）

同業界では、製鉄所の設備被害や自動車生産の低迷、また輸出事情の悪化などにより、粗鋼生産量が前

年同期比で６％の減少となりました。

  当社グループにおきましては、新しく製鋼用副資材として開発した脱燐材の販売が伸びたほか、各種機

械の補修用品・消耗部品等の販売も堅調に推移し、この結果、同業界向け全体としての売上高は26億33百

万円（前年同期比16.9％増）となりました。

　
（自動車業界）

同業界では、自動車生産台数が前年同期比で約３割減と大幅な減少となりました。一方、工作機械の受

注は、アジアの旺盛な需要と米欧の回復により前年同期比で約４割増と大幅な増加となり、金融危機以前

の水準にまで回復してきました。

  当社グループにおきましては、自動車部品洗浄装置及びそのポンプの販売が寄与したほか、従来からの

主力商品である工作機械用ロータリージョイントの販売が伸びたことにより、自動車業界向け全体とし
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ての売上高は11億１百万円（前年同期比34.7％増）となりました。

　
（電子・半導体業界）

同業界では、国内の半導体装置メーカーの受注に減少傾向が見られましたが、世界的な半導体需要の背

景に、なお高水準の推移となりました。

  当社グループにおきましては、車載用半導体検査装置や、半導体製造装置に使用されるフッ素樹脂製タ

ンクの販売が伸びて、同業界向け全体としての売上高は８億61百万円（前年同期比17.2％増）となりま

した。

　
（ゴム・タイヤ業界）

海外のタイヤメーカーの加硫機増設により、加硫機用バルブ・機器の販売が大幅に増加し、さらに省エ

ネ対策で開発を進めていた加硫機用の高性能断熱板の販売が増加した結果、同業界向け全体としての売

上高は８億64百万円（前年同期比68.3％増）となりました。

　
（環境業界）

水処理用ＲＯ膜エレメントの販売が増加したほか、公共ごみ処理施設向けのダスト搬送装置の販売が

寄与し、同業界向け全体としての売上高は２億56百万円（前年同期比8.6％増）となりました。

　
（紙パルプ業界）

各種ポンプ及びその消耗部品の販売が低迷し、同業界向け全体としての売上高は１億41百万円（前年

同期比17.2％減）となりました。

　
（化学業界）

各種ポンプ、フィルター等の販売が伸びたほか、反応炉の開孔機の販売が寄与し、同業界向け全体とし

ての売上高は２億58百万円（前年同期比56.2％増）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末より3.4％減少し、152億16百万円となりました。これは、主に現金及び預

金が４億４百万円、たな卸資産が１億22百万円それぞれ減少したことなどによるものです。

　固定資産は、前連結会計年度末より0.5％増加し、42億15百万円となりました。これは、主に有形固定資産

が８百万円増加したことなどによるものです。

　これらの結果、総資産は、前連結会計年度末より2.6％減少し、194億31百万円となりました。

　
（負債）

流動負債は、前連結会計年度末より5.0％減少し、104億31百万円となりました。これは、主に支払手形及

び買掛金が１億32百万円、未払法人税等が４億42百万円それぞれ減少したことなどによるものです。

  固定負債は、前連結会計年度末より2.9％減少し、10億24百万円となりました。これは、主に長期借入金

が16百万円、役員退職慰労引当金が14百万円それぞれ減少したことなどによるものです。

  これらの結果、負債合計は、前連結会計年度末より4.8％減少し、114億56百万円となりました。

　
（純資産）
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純資産合計は、前連結会計年度末より0.7％増加し、79億75百万円となりました。これは、主に利益剰余

金が48百万円増加したことなどによるものです。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は41百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,600,000

計 27,600,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,640,000 8,640,000
東京証券取引所
（市場第二部）
福岡証券取引所

単元株式数　100株

計 8,640,000 8,640,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 8,640,000 ― 827,900 ― 675,837

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　
① 【発行済株式】

平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

137,000― 単元株式数　100株

(相互保有株式)
普通株式

42,000 ― 同上

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,457,40084,574 同上

単元未満株式 普通株式 3,600 ― ―

発行済株式総数 　 8,640,000― ―

総株主の議決権 ― 84,574 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権の数４個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式５株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
リックス㈱

福岡市博多区山王１-15-15 137,000─ 137,000 1.59

(相互保有株式)
㈱市丸技研

福岡県筑後市常用601 36,000 ─ 36,000 0.42

(相互保有株式)
㈱四葉機械製作所

埼玉県桶川市赤堀２-15-８ 6,000 ─ 6,000 0.07

計 ― 179,000─ 179,000 2.07

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,126,278 2,721,351

受取手形及び売掛金 10,005,201 10,152,312

商品及び製品 931,308 799,557

仕掛品 111,243 108,240

原材料及び貯蔵品 58,257 70,530

その他 1,529,051 1,371,486

貸倒引当金 △7,261 △7,372

流動資産合計 15,754,081 15,216,107

固定資産

有形固定資産 1,735,741 1,743,985

無形固定資産 71,039 65,968

投資その他の資産

投資有価証券 1,864,787 1,871,062

その他 549,131 548,550

貸倒引当金 △24,592 △14,386

投資その他の資産合計 2,389,326 2,405,226

固定資産合計 4,196,107 4,215,180

資産合計 19,950,188 19,431,287

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,961,292 7,829,264

短期借入金 1,617,400 1,739,125

1年内返済予定の長期借入金 67,722 66,237

未払法人税等 592,544 150,291

役員賞与引当金 － 11,001

賞与引当金 － 181,655

その他 739,606 453,754

流動負債合計 10,978,566 10,431,329

固定負債

長期借入金 49,991 33,816

退職給付引当金 529,467 528,864

役員退職慰労引当金 360,991 346,880

その他 114,594 115,132

固定負債合計 1,055,045 1,024,694

負債合計 12,033,611 11,456,024
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 827,900 827,900

資本剰余金 683,986 683,986

利益剰余金 6,050,343 6,098,836

自己株式 △79,036 △79,036

株主資本合計 7,483,193 7,531,687

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 168,309 168,542

為替換算調整勘定 △80,370 △74,698

その他の包括利益累計額合計 87,939 93,843

少数株主持分 345,444 349,732

純資産合計 7,916,577 7,975,263

負債純資産合計 19,950,188 19,431,287

EDINET提出書類

リックス株式会社(E02856)

四半期報告書

10/18



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 5,903,863 7,228,826

売上原価 4,808,041 5,880,933

売上総利益 1,095,821 1,347,892

販売費及び一般管理費 943,607 1,078,631

営業利益 152,214 269,260

営業外収益

受取利息 572 634

受取配当金 6,921 9,124

持分法による投資利益 10,898 19,374

不動産賃貸料 7,912 7,104

その他 7,487 8,583

営業外収益合計 33,792 44,820

営業外費用

支払利息 2,297 1,370

為替差損 17,481 7,950

その他 5,227 446

営業外費用合計 25,006 9,768

経常利益 161,000 304,313

特別利益

固定資産売却益 － 70

貸倒引当金戻入額 477 －

保険解約返戻金 － 408

特別利益合計 477 478

特別損失

減損損失 163 122

固定資産除却損 550 162

会員権評価損 1,220 －

特別損失合計 1,934 285

税金等調整前四半期純利益 159,542 304,506

法人税等 81,194 144,831

少数株主損益調整前四半期純利益 78,348 159,675

少数株主利益 8,882 9,145

四半期純利益 69,466 150,529
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 78,348 159,675

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △79,285 1,606

為替換算調整勘定 7,023 5,672

持分法適用会社に対する持分相当額 △253 567

その他の包括利益合計 △72,516 7,846

四半期包括利益 5,832 167,522

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,330 156,434

少数株主に係る四半期包括利益 △497 11,087
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

税金費用の計算  当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算

定する方法によっております。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 42,911千円 46,896千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 34,013 ４ 平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 102,035 12平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント

　 鉄鋼 自動車
電子・
半導体

ゴム・
タイヤ

環境 紙パルプ 化学 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への
　売上高

2,253,389817,534734,680513,638235,884170,394165,5404,891,062

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 2,253,389817,534734,680513,638235,884170,394165,5404,891,062

セグメント利益 164,33937,25430,63527,6329,954 6,639 9,955286,411

　

　
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注３)

　

売上高 　 　 　 　

　外部顧客への
　売上高

1,012,8005,903,863― 5,903,863

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

─ ─ ─ ─

計 1,012,8005,903,863― 5,903,863

セグメント利益 36,207322,619△170,405152,214

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品業界及び造船業界等を含んで

おります。

２　セグメント利益の調整額 △170,405千円には、内部利益 70,305千円、連結消去 33,186千円、報告セグメントに

帰属しない販売費及び一般管理費 △273,897千円が含まれております。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント

　 鉄鋼 自動車
電子・
半導体

ゴム・
タイヤ

環境 紙パルプ 化学 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への
　売上高

2,633,2121,101,143861,063864,396256,159141,157258,6076,115,742

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 2,633,2121,101,143861,063864,396256,159141,157258,6076,115,742

セグメント利益 200,13838,03837,38633,20910,2666,99419,530345,565

　

　
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注３)

　

売上高 　 　 　 　

　外部顧客への
　売上高

1,113,0847,228,826― 7,228,826

　セグメント間の
　内部売上高又は
　振替高

─ ─ ─ ─

計 1,113,0847,228,826― 7,228,826

セグメント利益 40,636386,201△116,940269,260

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品業界及び造船業界等を含んで

おります。

２　セグメント利益の調整額 △116,940千円には、内部利益 136,783千円、連結消去 52,389千円、報告セグメント

に帰属しない販売費及び一般管理費 △306,114千円が含まれております。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前第３四半期連結累計期間までセグメント利益の調整額に含めておりました販売費及び一般管理費の

うち、営業部門に係る費用は、前連結会計年度から合理的な基準によって各セグメントに配分する方法に

変更いたしました。

　なお、変更後の方法により作成した前第１四半期連結累計期間の報告セグメントごとの売上高及び利益

又は損失の金額に関する情報は、『Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22

年６月30日)』に記載しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22月６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

    １株当たり四半期純利益金額 ８円18銭 17円73銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 69,466 150,529

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 69,466 150,529

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,491,753 8,491,495

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月11日

リックス株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　 堺 　　　昌　　義　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　宮　　本　　義　　三　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリッ
クス株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リックス株式会社及び連結子会社の平成23年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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